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(57)【要約】
【課題】本発明は、近距離無線伝送機能を備えた生物医
学装置、及びその使用者識別、生物医学データ測定、生
物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学デ
ータ管理、及びリモート医療看護の方法を提供する。
【解決手段】前記生物医学装置は、測定ユニットと、環
境感知ユニットと、データ変換ユニットと、マイクロ制
御ユニットと、メモリユニットと、スマートカードユニ
ットと、表示ユニットと、近距離無線通信ユニットとに
よって構成する。その内、前記近距離無線通信ユニット
によって、前記生物医学装置は、携帯装置と通信連結さ
れ、使用者個人情報とそれに対応する生物医学データを
携帯装置に伝送する。また、それと同時に、携帯装置に
よって、生物医学データはクラウドサーバーにアップロ
ードされ、前記クラウドサーバーから過去のデータと生
物医学装置の個人最良設定データをダウンロードするこ
とができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも近距離無線通信とスマートカードを備えた携帯装置溝通と通信を行い、近距
離無線伝送方式でデータの交換を行う、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置であっ
て、
　前記近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置は、測定ユニットと、環境感知ユニット
と、データ変換ユニットと、マイクロ制御ユニットと、メモリユニットと、スマートカー
ドユニットと、表示ユニットと、近距離無線通信ユニットとによって構成し、
　前記測定ユニットは、被測定物に接続され、前記被測定物のアナログ生物医学信号を測
定し、
　前記環境感知ユニットは、前記測定ユニットが前記アナログ生物医学信号を測定する時
に、それと同時に、外部環境の温度／湿度パラメーターを検出し、
　前記データ変換ユニットは、測定ユニットに接続され、アナログ生物医学信号を受信す
るとともに、前記アナログ生物医学信号をデジタル生物医学信号に変換し、
　前記マイクロ制御ユニットは、前記環境感知ユニットと前記データ変換ユニットに接続
され、前記マイクロ制御ユニットは、前記デジタル生物医学信号と前記温度／湿度パラメ
ーターを同時に受信するとともに、デジタル生物医学信号と温度／湿度パラメーターを整
理し、一つの生物医学データにまとめ、
　前記メモリユニットは、前記マイクロ制御ユニットに接続され、保存メディアとして用
いられ、
前記スマートカードユニットは、マイクロ制御ユニットに接続され、保存メディアとして
用いられ、
　前記表示ユニットは、マイクロ制御ユニットに接続され、その内、前記表示ユニットは
、マイクロ制御ユニットから出力される生物医学データを受信するとともに、生物医学数
値を表示し、
前記近距離無線通信ユニットは、前記スマートカードユニットに接続され、スマートカー
ドユニットにアクセスし、また、前記近距離無線通信ユニットは、無線伝送方式で、スマ
ートカードユニット内に保存された生物医学データを前記携帯装置の前記近距離無線通信
に伝送し、
　その内、使用者が被測定物を測定ユニットに接続したい時は、まず、前記近距離無線通
信ユニットを前記携帯装置の前記近距離無線通信に近づけ、近距離無線通信と近距離無線
通信ユニットを通信連結させると、近距離無線通信は、前記スマートカード内に保存され
ている使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学装置の個人最良設定データ、及
び環境温度／湿度情報を近距離無線通信ユニットに伝送し、
　さらに、近距離無線通信ユニットが、前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間
情報、前記生物医学装置の個人最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報をスマート
カードユニットに保存することで、使用者識別プロセスとパラメーター設定プロセスが完
了することを特徴とする、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置。
【請求項２】
　前記近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置は、更に電源ユニットを備え、前記電源
ユニットは、前記測定ユニットと、前記環境感知ユニットと、前記データ変換ユニットと
、前記マイクロ制御ユニットと、前記表示ユニットと、前記近距離無線通信ユニットとに
電源を提供することを特徴とする、請求項１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医
学装置。
【請求項３】
　前記スマートカードユニットは、第一マイクロ処理ユニットと、第一マイクロメモリユ
ニットとを備え、
　前記第一マイクロ処理ユニットは、前記マイクロ制御ユニットと前記近距離無線通信ユ
ニットに接続され、前記生物医学データ、前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時
間情報、前記生物医学装置の個人最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報を受信し
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、
　前記第一マイクロメモリユニットは、前記第一マイクロ処理ユニットに接続され、
　その内、第一マイクロ処理ユニットが、生物医学データ、使用者個人情報、ＧＰＳ情報
、時間情報、生物医学装置の個人最良設定データ、及び環境温度／湿度情報を受信した後
、それが受信したデータは前記第一マイクロメモリユニットに保存されることを特徴とす
る、請求項１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置。
【請求項４】
　前記スマートカードは、第二マイクロ処理ユニットと、第二マイクロメモリユニットと
を備え、
前記第二マイクロ処理ユニットは、前記近距離無線通信に接続され、
　前記第二マイクロメモリユニットは、前記第二マイクロ処理ユニットに接続され、
　その内、第二マイクロ処理ユニットは、前記第二マイクロメモリユニットにアクセスし
、第二マイクロメモリユニットに保存された前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記
時間情報、前記生物医学装置の個人最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報を読み
取り、それと同時に、第二マイクロ処理ユニットは、それが受信した前記生物医学データ
を第二マイクロメモリユニットに保存することを特徴とする、請求項１に記載の近距離無
線伝送機能を備えた生物医学装置。
【請求項５】
　前記近距離無線通信ユニットが、前記使用者個人情報を前記スマートカードユニットに
保存し、前記使用者識別プロセスと前記パラメーター設定プロセスが完了した後、前記使
用者が前記被測定物を前記測定ユニットに接続すると、被測定物の前記アナログ生物医学
信号が測定されることを特徴とする、請求項１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物
医学装置。
【請求項６】
　前記近距離無線通信ユニットが前記使用者個人情報を前記スマートカードユニットに保
存し、前記使用者識別プロセスと前記パラメーター設定プロセスが完了した後、前記第一
マイクロ処理ユニットによって、近距離無線通信ユニットは、前記第一マイクロメモリユ
ニットに保存された前記生物医学データを前記近距離無線通信に伝送することを特徴とす
る、請求項３に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置。
【請求項７】
　前記近距離無線通信が、前記近距離無線通信ユニットから伝送された前記生物医学デー
タを受信した後、前記第二マイクロ処理ユニットは、生物医学データを前記第二マイクロ
メモリユニットに保存し、前記携帯装置の通信モジュールによって、前記生物医学データ
、前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、及び前記環境温度／湿度情報は
、少なくとも一つのデータベースを有するクラウドサーバーにアップロードされ、前記ク
ラウドサーバーによりいつでもどこでも医療看護プロセスが行われることを特徴とする、
請求項４に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置。
【請求項８】
　前記測定ユニットは、血糖試験片測定装置、体脂肪測定装置、血圧測定装置、心電図測
定装置の内の一つであることを特徴とする、請求項１に記載の近距離無線伝送機能を備え
た生物医学装置。
【請求項９】
　前記被測定物は、血糖試験片、或いは人体の内の一つであることを特徴とする、請求項
８に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置。
【請求項１０】
　前記携帯装置は、スマートフォン、ＰＤＡ、携帯型ゲーム機、デジタルフォトフレーム
、ｉＰＡＤ（登録商標）、ノート型パソコン、タブレットＰＣの内の一つであることを特
徴とする、請求項１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置。
【請求項１１】
　近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別、生物医学データ測定
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、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管理、及びリモート医療
看護の方法であって、
　前記方法は、
近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を、少なくとも近距離無線通信とスマートカー
ドを備えた携帯装置に近づける、手順（１）と、
　前記生物医学装置と前記携帯装置の通信とデータ交換プロセスを開始するかどうか判断
し、開始する場合は、手順（３）を行い、開始しない場合は、手順（２６）を行う、手順
（２）と、
生物医学装置の近距離無線通信ユニットと携帯装置の前記近距離無線通信を通信連結させ
る、手順（３）と、
　携帯装置の通信モジュールによって、クラウドサーバーから、使用者個人情報、ＧＰＳ
情報、時間情報、及び生物医学装置の個人最良設定データをダウンロードする、手順（４
）と、
前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、及び前記生物医学装置の個人最良
設定データをスマートカードに保存する、手順（５）と、
　前記近距離無線通信が前記スマートカードにアクセスする、手順（６）と、
　近距離無線通信が、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学装置の個人最良
設定データ、及び環境温度／湿度情報を前記近距離無線通信ユニットに伝送する、手順（
７）と、
　近距離無線通信ユニットが、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学装置の
個人最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報をスマートカードユニットに保存する
、手順（８）と、
　生物医学装置が、使用者個人情報と生物医学装置の個人最良設定データに基づいて、パ
ラメーター設定プロセスを完了させる、手順（９）と、
　携帯装置によって前記クラウドサーバーから使用者の過去測定データをダウンロードす
るかどうか判断し、ダウンロードする場合は、手順（１１）を行い、ダウンロードしない
場合は手順（１２）を行う、手順（１０）と、
　前記通信モジュールによって、クラウドサーバーから使用者の前記過去測定データをダ
ウンロードする、手順（１１）と、
　前記生物医学装置を使用して被測定物のアナログ生物医学信号の測定を開始するかどう
か判断し、測定を開始する場合は、手順（１３）を行い、測定を開始しない場合は、手順
（１９）を行う、手順（１２）と、
　前記被測定物を生物医学装置の測定ユニットに接続する、手順（１３）と、
　前記測定ユニットが被測定物の前記アナログ生物医学信号を測定し、それと同時に、環
境感知ユニットが外部環境の温度／湿度パラメーターを検出する、手順（１４）と、
　データ変換ユニットがアナログ生物医学信号を受信し、それをデジタル生物医学信号に
変換する、手順（１５）と、
　マイクロ制御ユニットが前記デジタル生物医学信号と前記温度／湿度パラメーターを同
時に受信する、手順（１６）と、
　前記マイクロ制御ユニットが、デジタル生物医学信号と温度／湿度パラメーターを整理
し、それを一つの生物医学データにまとめる、手順（１７）と、
　マイクロ制御ユニットが、前記生物医学データを前記スマートカードユニットに保存す
る、手順（１８）と、
　スマートカードユニット内に保存された生物医学データを携帯装置に伝送するかどうか
判断し、伝送する場合は、手順（２０）を行い、伝送しない場合は手順（２５）を行う、
手順（１９）と、
　近距離無線通信ユニットが生物医学データを近距離無線通信に伝送する、手順（２０）
と、
　近距離無線通信が生物医学データをスマートカードに保存する、手順（２１）と、
　生物医学データをクラウドサーバーにアップロードするかどうか判断し、アップロード
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する場合は、手順（２３）を行い、アップロードしない場合は、手順（２５）を行う、手
順（２２）と、
　携帯装置の通信モジュールによって、生物医学データ、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、
時間情報、及び環境温度／湿度情報を前記クラウドサーバーにアップロードする、手順（
２３）と、
　クラウドサーバーが、即座に医療看護プロセスを執行する、手順（２４）と、
　生物医学装置と携帯装置の前記通信とデータ交換プロセスを終了するかどうか判断し、
終了する場合は、手順（２６）を行い、終了しない場合は、手順（３）を再び行う、手順
（２５）と、
　前記生物医学装置を使用した前記被測定物のアナログ生物医学信号の測定を終了するか
どうか判断し、終了する場合は、手順（２７）を行い、終了しない場合は、手順（１３）
を再び行う、手順（２６）と、
　前記近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を前記携帯装置から離す、手順（２７）
と、
からなることを特徴とする、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者
識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学デー
タ管理、及びリモート医療看護の方法。
【請求項１２】
　前記手順（５）は、
第二マイクロ処理ユニットが、前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、及
び前記生物医学装置の個人最良設定データを受信する、手順（５１）と、
　前記第二マイクロ処理ユニットが、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、及び生物
医学装置の個人最良設定データを第二マイクロメモリユニットに保存する手順（５２）と
、
からなることを特徴とする、請求項１１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装
置を使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロ
ード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法。
【請求項１３】
　前記手順（６）は、
第二マイクロ処理ユニットが、第二マイクロメモリユニット内に保存された前記使用者個
人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、及び前記生物医学装置の個人最良設定データを
読み取る、手順（６１）と、
　前記第二マイクロ処理ユニットが、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、及び生物
医学装置の個人最良設定データを近距離無線通信に伝送する、手順（６２）と、
からなることを特徴とする、請求項１１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装
置を使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロ
ード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法。
【請求項１４】
　前記手順（８）は、
第一マイクロ処理ユニットが、近距離無線通信ユニットから伝送される前記使用者個人情
報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、前記生物医学装置の個人最良設定データ、及び前記
環境温度／湿度情報を受信する、手順（８１）と、
　前記第一マイクロ処理ユニットが、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学
装置の個人最良設定データ、及び環境温度／湿度情報を第一マイクロメモリユニットに保
存する、手順（８２）と、
からなることを特徴とする、請求項１１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装
置を使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロ
ード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法。
【請求項１５】
　前記手順（１８）は、
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第一マイクロ処理ユニットが前記マイクロ制御ユニットから伝送される前記生物医学デー
タを受信する、手順（１８１）と、
　前記第一マイクロ処理ユニットが生物医学データを第一マイクロメモリユニットに保存
する、手順（１８２）と、
からなることを特徴とする、請求項１１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装
置を使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロ
ード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法。
【請求項１６】
　前記手順（２１）は、
第二マイクロ処理ユニットが前記近距離無線通信から伝送される前記生物医学データを受
信する、手順（２１１）と、
　前記第二マイクロ処理ユニットが生物医学データを前記第二マイクロメモリユニットに
保存する、手順（２１２）と、
からなることを特徴とする、請求項１１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装
置を使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロ
ード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法。
【請求項１７】
　前記手順（２４）は、
前記生物医学データが正確かどうか判断し、正確である場合は、手順（２４３）を行い、
正確でない場合は、手順（２４２）を行う、手順（２４１）と、
生物医学データを修正する、手順（２４２）と、
　生物医学データが標準値を越えているかどうか判断し、越えている場合は、手順（２４
４）を行い、越えていない場合は、手順（２４６）を行う、手順（２４３）と、
　前記ＧＰＳ情報から使用者の実際の位置を特定する、手順（２４４）と、
　近くの医療機関に通知し、前記医療機関はすぐに使用者の前記実際位置まで行き、即座
の救護を行う、手順（２４５）と、
　前記生物医学データ、前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、前記環境
温度／湿度情報、及び前記温度／湿度パラメーターをクラウドサーバーのデータベースに
記録する、手順（２４６）と、
からなることを特徴とする、請求項１１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装
置を使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロ
ード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法。
【請求項１８】
　前記測定ユニットは、血糖試験片測定装置、体脂肪測定装置、血圧測定装置、心電図測
定装置の内の一つであることを特徴とする、請求項１１に記載の近距離無線伝送機能を備
えた生物医学装置を使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロ
ード／ダウンロード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法。
【請求項１９】
　前記被測定物は、血糖試験片或いは人体の内の一つであることを特徴とする、請求項１
１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別、生物医学デ
ータ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管理、及びリモ
ート医療看護の方法。
【請求項２０】
　前記携帯装置は、スマートフォン、ＰＤＡ、携帯型ゲーム機、デジタルフォトフレーム
、ｉＰＡＤ、ノート型パソコン、タブレットＰＣの内の一つであることを特徴とする、請
求項１１に記載の近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別、生物
医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管理、及
びリモート医療看護の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は生物医学装置に関し、特に、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置、及び
その使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生
物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、血糖測定器、体重計、血圧計、心電図計、血中酸素濃度測定器など各種の生物医
学装置が人間の生活の中に幅広く使用されている。
　図１は、従来の血糖測定器とパソコンを示した斜視図である。図１に示すように、使用
者が、試験片２’を従来の血糖測定器１’に挿入し、血液を試験片２’の反応領域２１’
に垂らすと、血糖測定器１’はその血液の血糖値の計算を行い、計算が終わると、そのス
クリーン１１’にその血糖値が表示される。
【０００３】
　通常、血糖測定器１’は血糖値をスクリーン１１’に表示するだけであり、使用者は、
別の電子機器、例えば、パソコン等を用いて、毎日の血糖値を自分で記録して追跡しなけ
ればならない。図１に示すように、血糖測定器１’には接続ケーブル１２’が設けられ、
接続ケーブル１２’はＵＳＢプラグ１２１’を備えているため、パソコン３’のＵＳＢポ
ート３１’に接続することができる。そして、パソコン３’内にインストールされたアプ
リケーションソフトによって、使用者は、毎日の血糖値をパソコン３’にアップロードす
ることができる。また、使用者は、前記アプリケーションソフトによって自動的に毎日の
血糖値の追跡を行うこともできる。このように、血糖測定器１’とパソコン３’を接続し
て使用することにより、使用者は、毎日の血糖値を確実に記録して追跡することができる
。
【０００４】
　しかしながら、血糖測定器１’とパソコン３’を接続して使用することにより、使用者
は自分で毎日血糖値を記録し追跡することが行いやすくなるものの、毎日の血糖値を自分
で記録するのはやはり使用者にとって不便である。また一方で、科学技術の発展に伴い、
映像、データベース、及びネットワーク等の領域をまたいだ技術の結合を含んだ、３Ｃ製
品と生物科学技術及び医療サービスとの間の関連性は増し続けている。このことから分か
るように、使用者のニーズの観点から言うと、生物医学装置と、ネットワーク及びデータ
ベースのデータの統合は、切に必要とされているといえる。
【０００５】
　この点に関し、中華民国特許第Ｉ２９２３１１号において、遠距離伝送機能をもつ生物
医学測定装置が開示されている。図２は、中華民国特許第Ｉ２９２３１１号に開示されて
いる遠距離伝送機能をもつ生物医学測定装置（Ｂｉｏｍｅｄｉｃａｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍ
ｅｎｔ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）を示した構造図である。図２に示すように、遠距離伝送機
能をもつ生物医学測定装置１ａは、測定ユニット１１ａと、保存ユニット１２ａと、検出
ユニット１３ａと、ネットワークサーバーユニット１４ａと、メールサーバーユニット１
５ａと、ウェブサーバーユニット１６ａと、ＩＰ選択ユニット１７ａと、通信ユニット１
８ａとによって構成する。
【０００６】
　上述した遠距離伝送機能をもつ生物医学測定装置１ａにおいて、測定ユニット１１ａは
生物医学データを測定し、保存ユニット１２ａは前記生物医学データを保存する。ネット
ワークサーバーユニット１４ａはインターネットの接続サービスを提供し、それにより、
前記医療測定装置は、ネットワークを通じて、生物医学データをリモートサーバーにアッ
プロードすることができる。メールサーバーユニット１５ａは、電子メール送信サービス
を提供し、それにより、使用者は、電子メールにて、その生物医学データを前記リモート
サーバーに送信することができる。ウェブサーバーユニット１６ａは、ウェブインターフ
ェイスサービスを提供し、それにより、リモートサーバーの管理者は、前記ウェブインタ
ーフェイスサービスを介して、保存ユニット１２ａに保存された生物医学データの関連情
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報を検索することができる。
【０００７】
　引き続き図２を参照する。検出ユニット１３ａは、使用者が測定した生物医学データが
標準値の範囲を超えているかどうか判定する。生物医学データが標準値を超えている時、
検出ユニット１３ａは、警告情報を発するとともに、メールサーバーユニット１５ａによ
って、前記警告情報はリモートサーバーに送られる。また、通信ユニット１８ａは、その
他の生物医学測定装置と通信を行うとともに、その他の医療測定装置の各種医療データを
受信することができる。
【０００８】
　上述した内容から分かるように、中華民国特許第Ｉ２９２３１１号で開示されている遠
距離伝送機能をもつ医療測定装置は、非常に多くの機能をもっており、生物医学データの
測定を行うだけでなく、同時に、測定した生物医学データをリモートサーバーにアップロ
ードすることもできる。しかしながら、この医療測定装置は、以下の欠点を有する。
【０００９】
　１．遠距離伝送機能をもつ生物医学測定装置１ａは個人が使用する装置であり、通常、
使用者が測定ユニット１１ａによって個人の生物医学データの測定プロセスを完了させた
後、医療測定装置１ａがネットワークサーバーユニット１４ａを介して生物医学データを
前記リモートサーバーにアップロードする。このことから分かるように、二人目の使用者
が生物医学測定装置１ａを使用すると、リモートサーバーに生物医学データの記録間違い
が生じる。
【００１０】
　２．生物医学測定装置１ａは、ネットワークサーバーユニット１４ａと、メールサーバ
ーユニット１５ａと、ウェブサーバーユニット１６ａと、ＩＰ選択ユニット１７ａと、通
信ユニット１８ａとを同時に備えているため、生産コストを下げることができない。その
ため、生物医学測定装置１ａの製品は販売価格が高くなる。
【００１１】
　もう一方で、スマートフォンが幅広く使用されているため、生物医学装置をいかにして
スマートフォンと通信させるか、さらには、スマートフォンを通じて使用者の個人データ
とそれに対応する生物医学データを如何に管理し、そのデータをリモートサーバーにアッ
プロードするかが、広く研究されている議題となっている。この点からみて、本発明の発
明者は、単一の生物医学装置を同時に複数の人が使用できるようにするために、また、ス
マートフォンを用いて使用者の個人データとそれに対応する生物医学データを管理できる
ようにするために、繰り返し研究を行い、ついに、近距離無線伝送機能を備えた生物医学
装置、及びその使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウン
ロード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法を開発することに成功した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】中華民国特許第Ｉ２９２３１１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、近距離無線通信ユニットと携帯装置を通信連結させることにより、スマート
カードユニットを介して使用者個人情報とそれに対応する生物医学データを保存し、前記
使用者個人情報を識別することにより、複数の人が同一の生物医学装置を使っても、デー
タの記録間違いや判定間違いが起こらなくなる、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装
置を提供することを一つ目の目的とする。
【００１４】
　また、本発明は、近距離無線通信ユニットと携帯装置を通信連結させることにより、使
用者は、前記携帯装置の通信モジュールを通じて、クラウドサーバーから、過去のデータ
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と生物医学装置の個人最良設定データをダウンロードし、近距離無線伝送方式で、前記過
去のデータと前記生物医学装置の個人最良設定データを生物医学装置に伝送し、それによ
り、生物医学装置は、前記生物医学装置の個人最良設定データに基づいて、基本パラメー
ター設定プロセスを行うことが可能な、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を提供
することを二つ目の目的とする。
【００１５】
　また、本発明は、近距離無線通信ユニットと携帯装置を通信連結させることにより、前
記近距離無線通信ユニットを通じて、使用者個人の生物医学データと使用者個人情報を前
記携帯装置に伝送し、さらに、携帯装置を用いて生物医学データと使用者情報をクラウド
サーバーにアップロードし、それにより、前記クラウドサーバーが即座に医療看護プロセ
スを行うことが可能な、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を提供することを三つ
目の目的とする。
【００１６】
　また、本発明は、前記近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置が携帯装置と通信を行
ってデータ交換プロセスを行い、携帯装置の通信モジュールによって、生物医学データ、
使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、及び環境温度／湿度情報をクラウドサーバーに
アップロードし、前記クラウドサーバーを用いて、データを読み取って、即座の医療看護
プロセスを行うことが可能な、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用
者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学デ
ータ管理、及びリモート医療看護の方法を提供することを４つ目の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　そこで、本発明の一つ目の目的、二つ目の目的、三つ目の目的を達成するために、本発
明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置は、少なくとも近距離無線通信とスマ
ートカードを備えた携帯装置と通信を行い、近距離無線伝送方式でデータの交換を行う。
前記近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置は、測定ユニットと、環境感知ユニットと
、データ変換ユニットと、マイクロ制御ユニットと、メモリユニットと、スマートカード
ユニットと、表示ユニットと、近距離無線通信ユニットとによって構成する。前記測定ユ
ニットは、被測定物に接続され、前記被測定物のアナログ生物医学信号を測定する。前記
環境感知ユニットは、前記測定ユニットが前記アナログ生物医学信号を測定する時に、そ
れと同時に、外部環境の温度／湿度パラメーターを検出する。前記データ変換ユニットは
、測定ユニットに接続され、アナログ生物医学信号を受信するとともに、前記アナログ生
物医学信号をデジタル生物医学信号に変換する。前記マイクロ制御ユニットは、前記環境
感知ユニットと前記データ変換ユニットに接続され、前記マイクロ制御ユニットは、前記
デジタル生物医学信号と前記温度／湿度パラメーターを同時に受信するとともに、デジタ
ル生物医学信号と温度／湿度パラメーターを整理し、一つの生物医学データにまとめる。
前記メモリユニットは、前記マイクロ制御ユニットに接続され、前記生物医学データを保
存する。前記スマートカードユニットは、マイクロ制御ユニットに接続され、生物医学デ
ータを保存する。前記表示ユニットは、マイクロ制御ユニットに接続され、その内、前記
表示ユニットは、マイクロ制御ユニットから出力される生物医学データを受信するととも
に、生物医学数値を表示する。前記近距離無線通信ユニットは、前記スマートカードユニ
ットに接続され、スマートカードユニットにアクセスし、また、前記近距離無線通信ユニ
ットは、無線伝送方式で、スマートカードユニット内に保存された生物医学データを前記
携帯装置の前記近距離無線通信に伝送する。
【００１８】
　その内、使用者が被測定物を測定ユニットに接続したい時は、まず、前記近距離無線通
信ユニットを前記携帯装置の前記近距離無線通信に近づけ、近距離無線通信と近距離無線
通信ユニットを通信連結させると、近距離無線通信は、前記スマートカード内に保存され
ている使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学装置の個人最良設定データ、及
び環境温度／湿度情報を近距離無線通信ユニットに伝送し、さらに、近距離無線通信ユニ
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ットが、前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、前記生物医学装置の個人
最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報をスマートカードユニットに保存すること
で、使用者識別プロセスとパラメーター設定プロセスが完了する。
【００１９】
　また、本発明の四つ目の目的を達するために、本発明による近距離無線伝送機能を備え
た生物医学装置を使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロー
ド／ダウンロード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の方法は、
近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を、少なくとも近距離無線通信とスマートカー
ドを備えた携帯装置に近づける、手順（１）と、
前記生物医学装置と前記携帯装置の通信とデータ交換プロセスを開始するかどうか判断し
、開始する場合は、手順（３）を行い、開始しない場合は、手順（２６）を行う、手順（
２）と、
生物医学装置の近距離無線通信ユニットと携帯装置の前記近距離無線通信を通信連結させ
る、手順（３）と、
携帯装置の通信モジュールによって、クラウドサーバーから、使用者個人情報、ＧＰＳ情
報、時間情報、及び生物医学装置の個人最良設定データをダウンロードする、手順（４）
と、
前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、及び前記生物医学装置の個人最良
設定データをスマートカードに保存する、手順（５）と、
前記近距離無線通信が前記スマートカードにアクセスする、手順（６）と、
近距離無線通信が、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学装置の個人最良設
定データ、及び環境温度／湿度情報を前記近距離無線通信ユニットに伝送する、手順（７
）と、
近距離無線通信ユニットが、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学装置の個
人最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報をスマートカードユニットに保存する、
手順（８）と、
生物医学装置が、使用者個人情報と生物医学装置の個人最良設定データに基づいて、パラ
メーター設定プロセスを完了させる、手順（９）と、
携帯装置によって前記クラウドサーバーから使用者の過去測定データをダウンロードする
かどうか判断し、ダウンロードする場合は、手順（１１）を行い、ダウンロードしない場
合は手順（１２）を行う、手順（１０）と、
前記通信モジュールによって、クラウドサーバーから使用者の前記過去測定データをダウ
ンロードする、手順（１１）と、
前記生物医学装置を使用して被測定物のアナログ生物医学信号の測定を開始するかどうか
判断し、測定を開始する場合は、手順（１３）を行い、測定を開始しない場合は、手順（
１９）を行う、手順（１２）と、
前記被測定物を生物医学装置の測定ユニットに接続する、手順（１３）と、
前記測定ユニットが被測定物の前記アナログ生物医学信号を測定し、それと同時に、環境
感知ユニットが外部環境の温度／湿度パラメーターを検出する、手順（１４）と、
データ変換ユニットがアナログ生物医学信号を受信し、それをデジタル生物医学信号に変
換する、手順（１５）と、
マイクロ制御ユニットが前記デジタル生物医学信号と前記温度／湿度パラメーターを同時
に受信する、手順（１６）と、
前記マイクロ制御ユニットが、デジタル生物医学信号と温度／湿度パラメーターを整理し
、それを一つの生物医学データにまとめる、手順（１７）と、
マイクロ制御ユニットが、前記生物医学データを前記スマートカードユニットに保存する
、手順（１８）と、
スマートカードユニット内に保存された生物医学データを携帯装置に伝送するかどうか判
断し、伝送する場合は、手順（２０）を行い、伝送しない場合は手順（２５）を行う、手
順（１９）と、
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近距離無線通信ユニットが生物医学データを近距離無線通信に伝送する、手順（２０）と
、
近距離無線通信が生物医学データをスマートカードに保存する、手順（２１）と、
生物医学データをクラウドサーバーにアップロードするかどうか判断し、アップロードす
る場合は、手順（２３）を行い、アップロードしない場合は、手順（２５）を行う、手順
（２２）と、
携帯装置の通信モジュールによって、生物医学データ、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時
間情報、及び環境温度／湿度情報を前記クラウドサーバーにアップロードする、手順（２
３）と、
クラウドサーバーが、即座に医療看護プロセスを執行する、手順（２４）と、
生物医学装置と携帯装置の前記通信とデータ交換プロセスを終了するかどうか判断し、終
了する場合は、手順（２６）を行い、終了しない場合は、手順（３）を再び行う、手順（
２５）と、
前記生物医学装置を使用した前記被測定物のアナログ生物医学信号の測定を終了するかど
うか判断し、終了する場合は、手順（２７）を行い、終了しない場合は、手順（１３）を
再び行う、手順（２６）と、
前記近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を前記携帯装置から離す、手順（２７）と
、
からなる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】従来の血糖測定器とパソコンを示した斜視図である。
【図２】中華民国特許第Ｉ２９２３１１号に開示されている遠距離伝送機能をもつ生物医
学測定装置を示した構造図である。
【図３】本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置の構造を示したブロック
図である。
【図４】本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置と、近距離無線通信及び
スマートカードを備えた携帯装置を示した斜視図である。
【図５】本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置の構造をより詳しく示し
たブロック図である。
【図６】携帯装置の構造をより詳しく示したブロック図である。
【図７】体脂肪血圧計と携帯装置を示した斜視図である。
【図８】心電図計と携帯装置を示した斜視図である。
【図９Ａ】本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別
、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管
理、及びリモート医療看護の方法のフローチャートである。
【図９Ｂ】本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別
、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管
理、及びリモート医療看護の方法のフローチャートである。
【図９Ｃ】本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別
、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管
理、及びリモート医療看護の方法のフローチャートである。
【図９Ｄ】本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別
、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管
理、及びリモート医療看護の方法のフローチャートである。
【図９Ｅ】本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別
、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管
理、及びリモート医療看護の方法のフローチャートである。
【図９Ｆ】本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別
、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管
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理、及びリモート医療看護の方法のフローチャートである。
【図１０】手順Ｓ０５の詳細手順の方法のフローチャートである。
【図１１】手順Ｓ０６の詳細手順の方法のフローチャートである。
【図１２】手順Ｓ０８の詳細手順の方法のフローチャートである。
【図１３】手順Ｓ１８の詳細手順の方法のフローチャートである。
【図１４】手順Ｓ２１の詳細手順の方法のフローチャートである。
【図１５Ａ】手順Ｓ２４の詳細手順の方法のフローチャートである。
【図１５Ｂ】手順Ｓ２４の詳細手順の方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置、及びその使用者識別、生物医
学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管理、及び
リモート医療看護の方法を更に詳しく理解できるよう、以下に、図を用いながら本発明の
技術特徴の詳細な説明を行う。
【００２２】
　図３は、本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置の構造を示したブロッ
ク図である。図３に示すように、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置１（以下、生
物医学装置１と略称する）は、近距離無線通信（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎ、　ＮＦＣ）２１とスマートカード（ｓｍａｒｔ　ｃａｒｄ）２２とを備え
る携帯装置２と通信を行い、近距離無線伝送方式によりデータの交換を行う。通常、生物
医学装置１は、血糖測定器、体脂肪測定器、血圧計、血中酸素濃度測定器、心電図計であ
り、携帯装置２は、スマートフォン、ＰＤＡ、携帯型ゲーム機、デジタルフォトフレーム
、ｉＰＡＤ（登録商標）、ノート型パソコン、タブレットＰＣであるが、ここでは、近距
離無線伝送機能を備えた生物医学装置１に血糖測定器を、携帯装置２にスマートフォンを
採用した実施例を用いて説明を行う。その内、生物医学装置１は、測定ユニット１１と、
環境感知ユニット１２と、データ変換ユニット１３と、マイクロ制御ユニット１４と、メ
モリユニット１５と、スマートカードユニット（ｓｍａｒｔ　ｃａｒｄ）１６と、表示ユ
ニット１７と、近距離無線通信ユニット（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎ、　ＮＦＣ）１８と、電源ユニット１９とによって構成する。
【００２３】
　電源ユニット１９は、測定ユニット１１と、環境感知ユニット１２と、データ変換ユニ
ット１３と、マイクロ制御ユニット１４と、表示ユニット１７と、近距離無線通信ユニッ
ト１８とに、電源を提供する。測定ユニット１１は、被測定物３に接続して被測定物３の
アナログ生物医学信号を測定する。なお、被測定物３は血糖試験片である。また、測定ユ
ニット１１がアナログ生物医学信号を測定した際、それと同時に、環境感知ユニット１２
は、外部環境の温度／湿度パラメーターを検出する。データ変換ユニット１３は、測定ユ
ニット１１に接続されてアナログ生物医学信号を受信するとともに、アナログ生物医学信
号をデジタル生物医学信号に変換する。また、マイクロ制御ユニット１４は、環境感知ユ
ニット１２とデータ変換ユニット１３とに接続される。なお、マイクロ制御ユニット１４
は、前記デジタル生物医学信号と前記温度／湿度パラメーターを同時に受信し、デジタル
生物医学信号と温度／湿度パラメーターを整理して一つの生物医学データにまとめる。
【００２４】
　引き続き、図３を参照する。メモリユニット１５とスマートカードユニット１６は、マ
イクロ制御ユニット１４に同時に接続され、保存メディアとして用いられる。表示ユニッ
ト１７は、マイクロ制御ユニット１４に接続される。なお、表示ユニット１７は、マイク
ロ制御ユニット１４から出力される生物医学データを受信して生物医学数値を表示する。
近距離無線通信ユニット１８は、スマートカードユニット１６に接続され、スマートカー
ドユニット１６にアクセスする。生物医学装置１において、近距離無線通信ユニット１８
は、無線伝送方式によってスマートカードユニット１６内に保存されている生物医学デー
タを携帯装置２の近距離無線通信２１に伝送する。
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【００２５】
　図３を引き続き参照するとともに、図４も参照する。図４は、本発明による近距離無線
伝送機能を備えた生物医学装置と、近距離無線通信及びスマートカードを備えた携帯装置
を示した斜視図である。図４に示すように、使用者が生物医学装置１を使用したい場合は
、まず、生物医学装置１を携帯装置２に近づけ、近距離無線通信ユニット１８と近距離無
線通信２１を通信連結させる。それにより、近距離無線通信２１は、スマートカード２２
内に保存された使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学装置の個人最良設定デ
ータ、及び環境温度／湿度情報を近距離無線通信ユニット１８に伝送する。すると、近距
離無線通信ユニット１８は、前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、前記
生物医学装置の個人最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報をスマートカードユニ
ット１６に保存する。それにより、使用者個人情報、生物医学装置の個人最良設定データ
、及び環境温度／湿度情報を用いて、生物医学装置１は、使用者識別プロセスとパラメー
ター設定プロセスを行う。生物医学装置１による使用者識別プロセスとパラメーター設定
プロセスが完了した後、使用者が被測定物３を測定ユニット１１に接続すると、測定ユニ
ット１１によって被測定物３の前記アナログ生物医学信号が測定される。或いは、近距離
無線通信ユニット１８によってスマートカードユニット１６内に保存された生物医学デー
タが近距離無線通信２１に伝送されて、携帯装置２のスマートカード２２に保存される。
【００２６】
　ここで、図５と図６を参照する。図５は、本発明による近距離無線伝送機能を備えた生
物医学装置の構造をより詳しく示したブロック図であり、図６は、携帯装置の構造をより
詳しく示したブロック図である。図５に示すように、本発明による近距離無線伝送機能を
備えた生物医学装置１において、スマートカードユニット１６は、第一マイクロ処理ユニ
ット１６１と、第一マイクロメモリユニット１６２とによって構成する。なお、第一マイ
クロ処理ユニット１６１は、マイクロ制御ユニット１４と近距離無線通信ユニット１８と
に接続され、前記生物医学データ、前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報
、前記生物医学装置の個人最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報を受信する。第
一マイクロメモリユニット１６２は、第一マイクロ処理ユニット１６１に接続される。な
お、第一マイクロ処理ユニット１６１は、生物医学データ、使用者個人情報、ＧＰＳ情報
、時間情報、生物医学装置の個人最良設定データ、及び環境温度／湿度情報を受信した後
、既に受信した全てのデータを第一マイクロメモリユニット１６２に保存する。
【００２７】
　また、図６に示すように、スマートカード２２は、第二マイクロ処理ユニット２２１と
、第二マイクロメモリユニット２２２とによって構成する。その内、第二マイクロ処理ユ
ニット２２１は近距離無線通信２１に接続され、第二マイクロメモリユニット２２２は第
二マイクロ処理ユニット２２１に接続される。携帯装置２において、第二マイクロ処理ユ
ニット２２１は、第二マイクロメモリユニット２２２にアクセスして、第二マイクロメモ
リユニット２２２内に保存されている前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情
報、前記生物医学装置の個人最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報を読み取り、
前記生物医学データを第二マイクロメモリユニット２２２に保存する。
【００２８】
　引き続き、図３から図６を参照する。使用者が被測定物３を測定ユニット１１に接続す
ると、測定ユニット１１によって被測定物３の前記アナログ生物医学信号が測定され、最
終的に、アナログ生物医学信号は、マイクロ制御ユニット１４によって処理され前記生物
医学データとなる。ここで、特に説明が必要なのは、マイクロ制御ユニット１４によって
、前記生物医学データはメモリユニット１５に保存される、という点である。また、第一
マイクロ処理ユニット１６１によって、生物医学データは、スマートカードユニット１６
１内の第一マイクロメモリユニット１６２にも保存される。また、生物医学データの保存
が完了した後、さらに、使用者は、生物医学データを携帯装置２内に直接伝送することも
できるし、或いは、次に生物医学装置１を使用する際に、近距離無線通信ユニット１８を
介して生物医学データを携帯装置２内に伝送することもできる。
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【００２９】
　また、使用者（患者）がすぐに医療看護を受けることができるように、携帯装置２の近
距離無線通信２１が近距離無線通信ユニット１８から伝送された生物医学データを受信す
ると、第二マイクロ処理ユニット２２１によって生物医学データは第二マイクロメモリユ
ニット２２２に保存され、携帯装置２の通信モジュール２３によって、前記生物医学デー
タ、前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、及び前記環境温度／湿度情報
は、データベースを備えるクラウドサーバーにアップロードされる。さらに、前記クラウ
ドサーバーは、全てのデータを前記データベース内に記録するとともに、生物医学データ
の数値が標準値の範囲内であるかどうか判別し、使用者（患者）の現在の健康状況を確認
する。クラウドサーバーが生物医学データの数値を通じて使用者（患者）の現在の健康状
況に懸念があると発見した場合は、クラウドサーバーは、即座に近くの医療機関に通報す
る。それにより、その近くの医療機関からスタッフが使用者の前記実際の位置に派遣され
、すぐに救護が行われる。また、使用者が生物医学装置１を使って使用者の生物医学デー
タを測定する前に、使用者は携帯装置２を介して前記クラウドサーバーからデータベース
に記録されている使用者の過去のデータをダウンロードし、測定したデータと比較するこ
とができる。
【００３０】
　上述の説明においては、血糖測定器を実施例にして、本発明による近距離無線伝送機能
を備えた生物医学装置の構造と機能を説明しているが、本発明の構造は、体脂肪測定器、
血圧計、血中酸素濃度測定器、及び心電図計にも同様に適用させることができる。図７は
、体脂肪血圧計と携帯装置を示した斜視図である。図７に示すように、本発明による近距
離無線伝送機能を備えた生物医学装置１は、体脂肪血圧計にすることができる。その内、
測定ユニット１１は二つのバンドであり、前記二つのバンドは、使用者の左右の腕に巻く
ことで、使用者の体脂肪値と血圧値を測定することができる。図８は、心電図計と携帯装
置を示した正面図である。図８に示すように、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置
１は心電図計にすることができる。その内、測定ユニット１１は二本の電極であり、使用
者が左右の手の人差し指で二つの電極を押すと、前記心電図計は使用者の心電図を測定す
る。また、これらが上述の血糖測定器を実施例とした近距離無線伝送機能を備えた生物医
学装置１と同じ点は、前記体脂肪血圧計と前記心電図計によって人体（即ち、被測定物）
の体脂肪値、血圧値、及び心電図を測定され計算された後、それらのデータはスマートカ
ードユニット１６内に保存され、生物医学装置１と携帯装置２が通信連結されると、それ
らのデータが携帯装置２に伝送される、という点である。そして、さらに、携帯装置２の
通信モジュール２３によって、前記生物医学データは前記クラウドサーバーにアップロー
ドされ、クラウドサーバーによってデータが管理され、使用者は即座の医療看護を受ける
ことができる。
【００３１】
　以上により、本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置の全ての可能な構
造とその機能について説明し終えた。次に、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を
使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード、生物医学デー
タ管理、及びリモート医療看護の方法について、以下に説明を行う。図９Ａから図９Ｆは
、本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別、生物医
学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管理、及び
リモート医療看護の方法のフローチャートである。図９Ａから図９Ｆに示すように、近距
離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別、生物医学データ測定、生物
医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管理、及びリモート医療看護の
方法は以下の手順からなる。
【００３２】
　まず、手順Ｓ０１を行う、手順Ｓ０１では、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置
１を、近距離無線通信２１とスマートカード２２とからなる携帯装置２に近づける。生物
医学装置１を携帯装置２に近づけた後、手順Ｓ０２を行う。手順Ｓ０２では、生物医学装



(15) JP 2012-196330 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

置１と携帯装置２の通信とデータ交換プロセスの執行を開始するかどうか判断する。開始
する場合は、手順Ｓ０３を行う。手順Ｓ０３では、生物医学装置１の近距離無線通信ユニ
ット１８と携帯装置２の近距離無線通信２１が通信連結される。そして、続いて、手順Ｓ
０４を行う。手順Ｓ０４では、携帯装置２の通信モジュール２３によって、クラウドサー
バーから使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、及び生物医学装置の個人最良設定デー
タをダウンロードする。続いて、手順Ｓ０５を行う。手順Ｓ０５では、前記使用者個人情
報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、及び前記生物医学装置の個人最良設定データをスマ
ートカード２２に保存する。
【００３３】
　手順Ｓ０５が完了した後、続いて、手順Ｓ０６を行う。手順Ｓ０６では、近距離無線通
信２１がスマートカード２２にアクセスする。次に、手順Ｓ０７を行う。手順Ｓ０７では
、近距離無線通信２１が、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学装置の個人
最良設定データ、及び環境温度／湿度情報を、近距離無線通信ユニット１８に伝送する。
次に、手順Ｓ０８を行う。手順Ｓ０８では、近距離無線通信ユニット１８が、使用者個人
情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学装置の個人最良設定データ、及び前記環境温度／
湿度情報をスマートカードユニット１６に保存する。
【００３４】
　手順Ｓ０８が完了した後、続いて、手順Ｓ０９を行う。手順Ｓ０９では、生物医学装置
１が、使用者個人情報と、生物医学装置の個人最良設定データに基づいて、パラメーター
設定プロセスを完了させる。次に、手順Ｓ１０を行う。手順Ｓ１０では、携帯装置によっ
て前記クラウドサーバーから使用者の過去測定データをダウンロードするかどうか判断す
る。もし、ダウンロードする場合、手順Ｓ１１を行う。手順Ｓ１１では、通信モジュール
２３によってクラウドサーバーから使用者の過去測定データをダウンロードする。次に、
手順Ｓ１２を行う。また、手順Ｓ１０の判断式において、判断結果が、ダウンロードしな
い、であった場合は、直接手順Ｓ１２を行う。手順Ｓ１２では、生物医学装置１を使用し
た被測定物３のアナログ生物医学信号の測定を開始するかどうか判断する。
【００３５】
　上述の手順Ｓ１２の判断式において、判断結果が、開始する、であった場合、手順Ｓ１
３を行う。手順Ｓ１３では、被測定物３を生物医学装置１の測定ユニット１１に接続する
。その後、手順Ｓ１４を行う。手順Ｓ１４では、測定ユニット１１が被測定物３のアナロ
グ生物医学信号を測定すると同時に、環境感知ユニット１２が外部環境の温度／湿度パラ
メーターを検出する。次に、手順Ｓ１５を行う。手順Ｓ１５では、データ変換ユニット１
３がアナログ生物医学信号を受信し、それをデジタル生物医学信号に変換する。アナログ
生物医学信号がデジタル生物医学信号に変換された後、手順Ｓ１６を行う。手順Ｓ１６で
は、マイクロ制御ユニット１４が、前記デジタル生物医学信号と前記温度／湿度パラメー
ターを同時に受信する。
【００３６】
　手順Ｓ１６が完了した後、引き続き手順Ｓ１７を行う。手順Ｓ１７では、マイクロ制御
ユニット１４が前記デジタル生物医学信号と前記温度／湿度パラメーターを整理して、一
つの生物医学データにまとめる。次に、手順Ｓ１８を行う。手順Ｓ１８では、マイクロ制
御ユニット１４が、前記生物医学データをスマートカードユニット１６に保存する。その
後、手順Ｓ１９を行う。手順Ｓ１９では、スマートカードユニット１６内に保存された生
物医学データを携帯装置２に伝送するかどうか判断する。もし、伝送する場合は、手順Ｓ
２０を行う。手順Ｓ２０では、近距離無線通信ユニット１８が生物医学データを近距離無
線通信２１に伝送する。近距離無線通信２１が生物医学データを受信した後、手順Ｓ２１
を行う。手順Ｓ２１は、近距離無線通信２１が生物医学データをスマートカード２２に保
存する。
【００３７】
　前記生物医学データのスマートカード２２への保存が完了した後、続いて、手順Ｓ２２
を行う。手順Ｓ２２では、生物医学データを前記クラウドサーバーにアップロードするか
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どうかを判断する。もしアップロードする場合は、手順Ｓ２３を行う。手順Ｓ２３では、
携帯装置２の通信モジュール２３によって、前記生物医学データ、前記使用者個人情報、
前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、及び前記環境温度／湿度情報を前記クラウドサーバーに
アップロードする。次に、手順Ｓ２４を行う。手順Ｓ２４では、前記クラウドサーバーが
即座に医療看護プロセスを執行する。その後、手順Ｓ２５を行う。手順Ｓ２５では、生物
医学装置１と携帯装置２との前記通信及びデータ交換プロセスが終了したかどうかを判断
する。もし終了した場合は、手順Ｓ２６を行う。手順Ｓ２６では、生物医学装置１を使用
した被測定物３のアナログ生物医学信号の測定が終了したかどうか判断する。もし、終了
した場合は、手順Ｓ２７を行う。手順Ｓ２７では、近距離無線伝送機能を備えた生物医学
装置１を携帯装置２から離す。
【００３８】
　また、上述した近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別、生物
医学データ測定、生物医学データアップロード、生物医学データ管理、及びリモート医療
看護の方法において、手順Ｓ０２の判断結果が、「開始しない」だった場合は、手順Ｓ２
６を行う。また、手順Ｓ１２の判断結果が、「開始しない」だった場合は、使用者が生物
医学装置１を使用して被測定物３のアナログ生物医学信号を測定する必要がない、という
ことを意味する。この時は、手順Ｓ１９を行う。手順Ｓ１９では、使用者が、スマートカ
ードユニット１６内に保存された生物医学データを携帯装置２内に伝送したいかどうか尋
ねる。また、手順Ｓ１９と、手順Ｓ２２の判断結果が「いいえ」だった場合は、手順Ｓ２
５を行う。手順Ｓ２５の判断結果が「いいえ」の場合は、手順Ｓ０３を再び行う。最後に
、手順Ｓ２６の判断結果が「いいえ」の場合は、手順Ｓ１３を再び行う。
【００３９】
　また、本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別、
生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ管理
、及びリモート医療看護の方法において、手順Ｓ０５、手順Ｓ０６、手順Ｓ０８、手順Ｓ
１８、手順Ｓ２１、及び手順Ｓ２４は、いずれも少なくとも二つの詳細手順を有する。図
１０は、手順Ｓ０５の詳細手順の方法のフローチャートである。図１０に示すように、手
順０５は、二つの詳細手順、手順Ｓ０５１と手順Ｓ０５２とを含む。手順Ｓ０５１では、
第二マイクロ処理ユニット２２１が前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報
、及び前記生物医学装置の個人最良設定データを受信する。手順Ｓ０５２では、第二マイ
クロ処理ユニット２２１が使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、及び生物医学装置の
個人最良設定データを第二マイクロメモリユニット２２２に保存する。
【００４０】
　また、図１１は、手順Ｓ０６の詳細手順の方法のフローチャートである。図１１に示す
ように、手順Ｓ０６は、同様に、二つの詳細手順、手順Ｓ０６１と手順Ｓ０６２とを含む
。手順Ｓ０６１では、第二マイクロ処理ユニット２２１が第二マイクロメモリユニット２
２２内に保存された前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、及び前記生物
医学装置の個人最良設定データを読み取る。手順Ｓ０６２では、第二マイクロ処理ユニッ
ト２２１が、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、及び生物医学装置の個人最良設定
データを近距離無線通信２１に伝送する。
【００４１】
　また、図１２は、手順Ｓ０８の詳細手順の方法のフローチャートである。図１２に示す
ように、前記手順Ｓ０８は、同様に、二つの詳細手順、手順Ｓ０８１と手順Ｓ０８２とを
含む。手順Ｓ０８１は、第一マイクロ処理ユニット１６１が、近距離無線通信ユニット１
８から伝送された前記使用者個人情報、前記ＧＰＳ情報、前記時間情報、前記生物医学装
置の個人最良設定データ、及び前記環境温度／湿度情報を読み取る。手順Ｓ０８２では、
第一マイクロ処理ユニット１６１が、使用者個人情報、ＧＰＳ情報、時間情報、生物医学
装置の個人最良設定データ、及び環境温度／湿度情報を第一マイクロメモリユニット１６
２に保存する。
【００４２】
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　また、図１３は、手順Ｓ１８の詳細手順の方法のフローチャートである。図１３に示す
ように、手順Ｓ１８は、同様に、二つの詳細手順、手順Ｓ１８１と手順Ｓ１８２とを含む
。手順Ｓ１８１では、前記第一マイクロ処理ユニット１６１が、前記マイクロ制御ユニッ
ト１４から伝送された前記生物医学データを受信する。手順Ｓ１８２では、第一マイクロ
処理ユニット１６１が生物医学データを第一マイクロメモリユニット１６２に保存する。
【００４３】
　図１４は、手順Ｓ２１の詳細手順の方法のフローチャートである。図１４に示すように
、手順Ｓ２１は、同様に、二つの詳細手順、手順Ｓ２１１と手順Ｓ２１２とを含む。手順
Ｓ２１１では、第二マイクロ処理ユニット２２１が、近距離無線通信２１から伝送される
前記生物医学データを受信する。手順Ｓ２１２では、第二マイクロ処理ユニット２２１が
、生物医学データを第二マイクロメモリユニット２２２に保存する。
【００４４】
　また、本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識別、
生物医学データ測定、生物医学データアップロード、生物医学データ管理、及びリモート
医療看護の方法において、手順Ｓ２４は、クラウドサーバーにより即座に行われる医療看
護プロセスの手順であるため、より複雑な詳細手順を有する。図１５Ａと図１５Ｂは、手
順Ｓ２４の詳細手順の方法のフローチャートである。図１５Ａと図１５Ｂに示すように、
手順Ｓ２４は以下の詳細手順を含む。
【００４５】
　まず、手順Ｓ２４１を行う。手順Ｓ２４１では、前記生物医学データが正確であるかど
うか判断する。もし、正確である場合、手順Ｓ２４３を行う。手順Ｓ２４３では、生物医
学データが標準値を越えているかどうか判断する。もし、越えている場合は、手順Ｓ２４
４を行う。手順Ｓ２４４では、前記ＧＰＳ情報から使用者の実際の位置を特定する。次に
、手順Ｓ２４５を行う。手順Ｓ２４５では、近くの医療機関に通知し、それにより、前記
医療機関はすぐに使用者の前記実際の位置まで行って即座に救護を行う。その後、手順Ｓ
２４６を行う。手順Ｓ２４６では、前記生物医学データ、前記使用者個人情報、前記ＧＰ
Ｓ情報、前記時間情報、前記環境温度／湿度情報、及び前記温度／湿度パラメーターをク
ラウドサーバー之一データベースに記録する。また、手順Ｓ２４１の判断結果が「正確で
ない」である場合は、手順Ｓ２４２を行う。手順Ｓ２４２では、生物医学データを修正し
、続いて後続の手順を行う。また、手順Ｓ２４３の判断結果が「越えていない」である場
合は、直接、手順Ｓ２４６を行う。
【００４６】
　上記の実施例の中で、本発明による近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置、及びそ
の使用者識別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物
医学データ管理、及びリモート医療看護の方法については、明確に説明を行った。上述の
説明から分かるように、本発明は以下の利点を備える。
【００４７】
　１．本発明は、スマートカードユニットと近距離無線通信ユニットを生物医学装置内（
例えば、血糖測定器）に統合させることで、血糖測定器によって被測定物の生物医学デー
タを測定及び計算した後、前記生物医学データがスマートカードユニット内に保存され、
また、近距離無線通信ユニットによって生物医学データは携帯装置（例えば、スマートフ
ォン）に伝送され、前記携帯装置によって生物医学データはクラウドサーバーにアップロ
ードされ、それにより、クラウドサーバーによって前記生物医学データを記録することが
できると同時に、前記データをアップロードした使用者に対して、即座の医療看護を行う
ことができる。
【００４８】
　２．上述の一点目を受け、本発明には以下の特徴がある。生物医学装置と携帯装置が近
距離通信を行う時、生物医学装置は携帯装置を介してクラウドサーバーから使用者情報と
生物医学装置の個人最良設定データをダウンロードするため、生物医学装置は、使用者情
報と生物医学装置の個人最良設定データに基づいて、使用者識別プロセスとパラメーター
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設定プロセスを行うことができる。
【００４９】
　３．上述の二点目を受け、前記使用者個人情報を識別することにより、生物医学装置は
、現在の使用者の身分を識別するとともに、最良化されたパラメーター設定を自動で行う
ため、同じ一つの生物医学装置を複数人で使用することができるとともに、データの記録
間違いや判定ミスが生じない。このような生物医学装置の使用方法は、非常に賢く経済的
であるといえる。
【００５０】
　４．上述の一点目を受け、生物医学装置と携帯装置が近距離通信を行う時、生物医学装
置が携帯装置を介してクラウドサーバーから個人の過去測定データをダウンロードするこ
とで、測定データと比較することができる。
【００５１】
　５．本発明は、さらに、近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置を使用した使用者識
別、生物医学データ測定、生物医学データアップロード／ダウンロード、生物医学データ
管理、及びリモート医療看護の方法を提供する。前記方法により、前記近距離無線伝送機
能を備えた生物医学装置は、携帯装置との通信とデータ交換プロセスを行うことができる
とともに、携帯装置の通信モジュールを介して生物医学データ、使用者個人情報、ＧＰＳ
情報、時間情報、及び環境温度／湿度情報をクラウドサーバーにアップロードし、前記ク
ラウドサーバーを用いてデータの判読をして医療看護プロセスを即座に行うことができる
。
【００５２】
　６．現在、誰もが少なくとも一つは携帯装置（例えば、スマートフォンやタブレットＰ
Ｃ）をもっており、スマートフォンやタブレットＰＣは、リモート通信機能を備えている
ため、従来技術の遠距離伝送機能をもつ医療測定装置とは異なり、本発明は以下の特徴を
備える。本発明は、構造が簡単でコストも低い生物医学装置であり、前記生物医学装置は
、携帯装置と通信連結され、携帯装置を介してクラウドサーバーと通信を行い、さらに、
クラウドサーバーが生物医学装置からアップロードされた生物医学データを受信すること
で、クラウドサーバーは、それが受信した生物医学データに基づいて使用者に即座の看護
の提供することができる。
【００５３】
　上述の内容は、本発明の実施例を具体的に説明しただけであり、それらの実施例は本発
明の特許請求の範囲を制限するものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更
等は、いずれも特許請求の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００５４】
１　　　　　　近距離無線伝送機能を備えた生物医学装置
１’　　　　　　従来の血糖測定器
１ａ　　　　　　遠距離伝送機能をもつ医療測定装置
１１　　　　　　測定ユニット
１１’　　　　　　スクリーン
１１ａ　　　　　　測定ユニット
１２　　　　　　環境感知ユニット
１２’　　　　　　接続ケーブル
１２ａ　　　　　　保存ユニット
１２１’　　　　　ＵＳＢプラグ
１３　　　　　　データ変換ユニット
１３ａ　　　　　　検出ユニット
１４　　　　　　マイクロ制御ユニット
１４ａ　　　　　　ネットワークサーバーユニット
１５　　　　　　メモリユニット
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１５ａ　　　　　　メールサーバーユニット
１６　　　　　　スマートカードユニット
１６ａ　　　　　　ウェブサーバーユニット
１６１　　　　　　第一マイクロ処理ユニット
１６２　　　　　　第一マイクロメモリユニット
１７　　　　　　表示ユニット
１７ａ　　　　　　ＩＰ選択ユニット
１８　　　　　　近距離無線通信ユニット
１８ａ　　　　　　通信ユニット
１９　　　　　　電源ユニット
２　　　　　　携帯装置
２’　　　　　　試験片
２１　　　　　　近距離無線通信
２１’　　　　　　反応領域
２２　　　　　　スマートカード
２２１　　　　　　第二マイクロ処理ユニット
２２２　　　　　　第二マイクロメモリユニット
２３　　　　　　通信モジュール
３　　　　　　被測定物
３’　　　　　　パソコン
３１’　　　　　　ＵＳＢポート
Ｓ０１～Ｓ０３、Ｓ０４～Ｓ０９、Ｓ１０～Ｓ１４、Ｓ１５～Ｓ２１、Ｓ２２～Ｓ２５、
Ｓ２６～Ｓ２７、Ｓ０５１～Ｓ０５２、Ｓ０６１～Ｓ０６２、Ｓ０８１～Ｓ０８２、Ｓ１
８１～Ｓ１８２、Ｓ２１１～Ｓ２１２、Ｓ２４１～Ｓ２４３、Ｓ２４４～Ｓ２４６
　　　　　　　方法手順
【図１】 【図２】
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